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○かごしま・島交流の会とは 

私たち「かごしま・島交流の会」は、薩南諸島と都市圏の交流活動を行なっている民間団体お

よび個人有志によって結成されました。鹿児島の島々の「交流・移住・観光」の促進とネットワーク

づくりを進めています。 
 

○島交流の会スタートの経緯 

鹿児島県は、日本列島の南端に位置し独自で多様な歴史、文化、食材など多くの地域資

源や観光資源に恵まれ、田舎暮らしの候補地としても団塊世代や若者世代に高い人気がありま

す。そんな鹿児島の魅力をアピールしようと、２００８年４月より、東京有楽町で、鹿児島県主催

の「かごしま移住・交流ワークショップ in遊楽館」が始まりました。移住・交流の促進が活発になっ

てきた社会的機運もあってのことと思いますが、遊楽館ワークショップでは、行政や民間の垣根を

越えた集まりができました。そして、与論島、沖永良部島、奄美大島、屋久島など都市との間で

交流活動を行っている在京の民間団体の輪が生まれたことが会の始まりとなりました。 

２００８年１２月、「かごしま・島交流の会」が発足しホームページを開設しました。その後、ネット

ワークは徐々に広がり、２００９年１１月、会則・代表･会計等の組織体制を定めました。現在、

非営利の任意団体として活動を行っています。 
 

○現在の構成 

 ヨロンピア計画（与論島）、えらぶ移住支援センター（沖永良部島）、NPO法人トカラ・インターフェ

イス（トカラ列島）、NPO 法人屋久島移住ネットワーク・緑の風（屋久島）、社団法人へきんこの会

（口永良部島）の他、奄美大島、喜界島、種子島、甑島など薩南諸島を中心とする全国の島の

出身者、在住者、愛好者等個人及び団体、企業が参加しています。 
 

○薩南諸島について 

かごしまの島嶼部を本土から見ると、“自然豊かな暖かい南の島”のイメージがあり憧れの地と

なっています。移住を考える人にとっては南の島のイメージが先行し、その後、沖縄、奄美、種子・

屋久などの島の中から候補地を絞り込んでいくというパターンが案外多く見受けられます。琉球・

奄美と薩摩の島は歴史的・文化的背景が相当異なりますが、外部の人間にとって南西諸島は

境目のない島々と映っています。 

薩南諸島（地理的に与論島から三島までを指す）の人口は約１６万９千人（内奄美群島は約

１２万１千人）、面積は２３６０平方キロメートル（奄美は１２４０平方キロメートル）。鹿児島県の

総人口１７１万人の約１割を占め、面積は県土の４分の１です。奄美と種子・屋久を全部合わせ

ると大阪府や東京都より大きくなります。薩南諸島は、人口は少なくても広いのです。 
 

○島を元気にするために、一緒に活動しませんか？ 

人口減少時代を迎え離島の過疎化が進んでいます。就職先は少なく不況の影響で地域の疲弊は進んでいます。島々の特性

を生かし、自然と伝統を守りながら、困難を乗り越えて発展する方法を見つけられればと思います。島を元気にしたいという想いは、

島内だけでなく、都会の島出身者の中にも満ち溢れています。その想いを形にするため、「しまのがっこう」の開催や「島カフェ」づくり

等を通じて島と都会、島と島をつなぎ、交流を活発にしたいと考えます。 

島で生まれた若者がふるさとで働くことができ、Ｉターン者を迎えられるように、

農業漁業の６次化等伝統産業の再生や観光等新規産業の創造で地域の仕

事を増やすためにも、島々の「交流・移住・観光」を進めて島の元気を応援して

いきたいと思います。 私たちと一緒に、島交流の活動をしてみませんか。 
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